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０・はじめに 
 
 2012 年 4 月より、「高専 Dream～中部日本海５高専共同 PR サイト～」の主管は、これまでの
舞鶴高専から福井高専へと変わることとなった。本来ならば主管の移行は 1 年前に行われる予定
であったが、東日本大震災の影響もあり、1 年先送りとなっていたのだ。 
 これに機を同じくして、サイト運営の予算規模も変わった。そのため、これまでとは違った運
営形態、そして編集委員会の新しいあり方を模索する必要が出てきた。 
 この「編集委員会の新しいあり方」の１つとして企画されたのが、各校の学校祭に合わせて学
生編集委員会を開催し、これまでなかなか体験できなかった他校の学校祭に飛び込んでみる、と
いうものである。 
 今回はこの企画について紹介したいと思う。 
 
１・企画提案 
 
 本校の高専祭に合わせて学生編集委員会を開催する案は、これも初めての試みとなるテレビ会
議にて提案された。このテレビ会議も予算規模の変更に伴う措置の１つで、既に各校に配置され
活用されたことのあるテレビ会議システムを利用することで、限られた予算を有効に活用しよう
というものである。 
第 11 回目となる編集委員会は、テレビ会議として、2012 年 9 月 5 日に開催された。ここでは、
予算規模の変更についてのこれまでの経緯の説明がされ、そのうえで今後の運営の仕方や
Facebook の活用などについて議論が為された。そして次回編集委員会として、福井高専の高専
祭に合わせて開催すること、その際の学生の移動や宿泊にかかる費用については、5 高専で等分
することなどが提案された。 
この企画提案については、次のような意図がある。 
まず、限られた予算規模の中で、できるだけ学生編集委員に有意義な機会を準備したい、とい
うこと。次に、このサイトが立ち上げられた当初の目的である「学校の枠を超えた学生の交流事
業」の機会を作りたい、ということ。他校の学園祭を見た感想を記事にしてもらう、ということ。
そして何よりも、他校の学校祭を経験することで、自分たちの学校についてあらためて考えても
らう、ということである。普段見慣れた自分たちの学校は、その特色ですら普通になってしまい、
見失いがちである。「蟪蛄（けいこ）春秋を知らず、伊虫あに朱陽の節を知らんや」（セミは春や
秋を知らない。だから、この虫は夏が暑いということも知らない）という言葉のとおり、他校の
様子を見ることで、あらためて母校を見直す機会になってほしい、と考えたのである。 
 編集委員会にて、この企画は概ね好評を持って迎えられた。こうして、次回の編集委員会は、
2012 年 10 月 20 日-21 日に、福井高専の高専祭に合わせて、本校会議室で行われることが決定し
たのである。 
 
２・2012 年度福井高専祭 
  
 通算で第 6 回目となる学生編集委員会は、福井高専にて開催された。各高専から合計 6 名の学
生編集委員と、引率として 5 名の教職員が来校した。 
 まずは、既に始まっている福井高専の高専祭を見学してもらい、その後、15 時から福井高専大
会議室にて、学生編集委員会が開催された。 
 ここでは高専 Dream の内容に関する議論が為された。 
 その後、いったん宿舎である鯖江青年の家に移動。宿泊の手続きと食事を摂ると、再び学校に
戻った。夜間に行われる「被災体験」を見学してもらうためである。この「被災体験」は、東日
本大震災を教訓とすべく 2012 年から開催されたイベントで、高専の学生だけでなく、近隣の住
民の方々にも参加していただいた企画である。段ボールによる「住居」を作ったり、夜間の灯り
を消したり、実際に被災した場合の状況をできるだけ再現して体験してもらうイベントであった。 
（http://www.fukui-nct.ac.jp/junior/enjoy/kousensai.html） 
 その後、鯖江青年の家に戻り、会議室をお借りしての 2 度目の編集委員会が行われた。ここで
は試作されていた部活動紹介動画が 2 本上映され、動画の内容や、その作成方法、そして掲載の
仕方などについても議論が為された。 
 翌日、再び本校の会議室で 3 度目の編集委員会を開き、これまでのまとめと、次回開催につい
て議論をし、2 日間にわたる学生編集委員会は幕を閉じた。 
 編集委員の皆さんには、その後も高専祭を自由に散策してもらった。 
  
 高専 Dream の学生 VOICE のページ（http://kosen-dream.jp/category/all_entry/stu_voice/）
にこのときの様子がアップされている。記事からは、他の学校とは違った我が校の高専祭の特徴
も見えてくる。露店の比率が高い、ということは、ここで指摘されるまで実感がなかった。 
 これも今回の企画の成果の１つと言えるだろう。 
 
３・2013 年度石川高専祭～これから～ 
  
今年度、主管は石川高専に移った。 
高専祭に合わせて編集委員会を開催するという企画は、今年度も継続されており、2013 年 10
月 26 日から 27日にかけて、石川高専の学校祭である紀友祭に合わせて編集委員会が開催された。 
紀友祭はオープンキャンパスと同時に開催されており、最寄りの津幡駅からシャトルバスが用
意されている。また、各学科の企画展示などもかなり充実している。すべての露店は 15 時には
閉店し、その後はメインステージでのイベントに全員が集まるなど、明らかに福井高専の高専祭
とは趣の異なるものである。 
 このときの様子も、学生 VOICE に掲載されており、各高専の学生の目にも新鮮な風景だった
ことがうかがえる。本校の学生編集委員も、この経験を来年度以降の母校の高専祭に活かしてく
れることだろう。 
 
 共同 PR サイトの立ち上げの目的は、先述のとおり、学校の枠を超えて学生たちの交流の場を
設けることである。そして、それを基に学生たちが自分たちの母校を見つめ直し、さらに自分た
ちの手で新しい歴史を作ることである。そういう観点において、今回の各高専の学校祭を巡ると
いう試みは、非常に良い成果を挙げていると考えられる。 
 この各校の高専祭を訪れる企画は、来年の富山高専、そして再来年の長岡高専までは実施され
る予定である。この企画を通して、学生たちがより広い視野を養い、今後の自らの学生生活、そ
してその先に役立ててくれることを期待している。 
